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側
面
損
傷
に
つ
い
て
の
平
均
的
な
油
の
流
出
量

OMS
は
、
次
の
と
お
り
計
算
す
る
。
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こ
の
場
合
に
お
い
て
、

ｉ
は
、
考
慮
さ
れ
る
貨
物
タ
ン
ク
と
す
る
。

ｎ
は
、
貨
物
タ
ン
ク
の
総
数
と
す
る
。

PS
（
ｉ
）
は
、
8.1
の
規
定
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
側
面
損
傷
か
ら
貨
物
タ
ン
ク
ｉ
に
浸
水
す
る
可
能
性
と

す
る
。

OS
（
ｉ
）
は
、
第
十
九
規
則
５
に
規
定
す
る
指
針
の
適
用
に
よ
り
、
す
べ
て
の
重
要
な
貨
物
タ
ン
ク
の
容
量

が
保
持
さ
れ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、
貨
物
タ
ン
ク
ｉ
の
総
容
量
の
九
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
積
載
状
況

と
同
等
と
仮
定
す
る
当
該
タ
ン
ク
ｉ
へ
の
側
面
損
傷
か
ら
の
油
の
流
出
量
と
し
、
立
方
メ
ー
ト
ル
で
表
す
。

C3
は
、
貨
物
タ
ン
ク
の
内
部
に
二
の
縦
通
隔
壁
を
有
す
る
船
舶
に
つ
い
て
は
、
〇
・
七
七
と
す
る
。た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
隔
壁
が
貨
物
ブ
ロ
ッ
ク
に
わ
た
つ
て
連
続
し
て
い
る
こ
と
及
び
PS
（
ｉ
）
が
こ
の
第
二
十
三
規
則
に

基
づ
い
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
C3
は
、
他
の
す
べ
て
の
船
舶
又
は
10
の
規
定
に
基
づ
き
PS（
ｉ
）

が
作
成
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
一
・
〇
と
す
る
。

７

底
面
損
傷
に
つ
い
て
の
平
均
的
な
油
の
流
出
量
は
、
各
潮
位
条
件
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
計
算
す
る
。
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こ
の
場
合
に
お
い
て
、

ｉ
は
、
考
慮
さ
れ
る
貨
物
タ
ン
ク
と
す
る
。

ｎ
は
、
貨
物
タ
ン
ク
の
総
数
と
す
る
。

PB
（
ｉ
）
は
、
9.1
の
規
定
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
船
底
損
傷
か
ら
貨
物
タ
ン
ク
ｉ
に
浸
水
す
る
可
能
性
と

す
る
。

OB
（
ｉ
）
は
、
7.3
の
規
定
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
貨
物
タ
ン
ク
ｉ
か
ら
の
油
の
流
出
量
と
し
、
立
方
メ
ー

ト
ル
で
表
す
。

CDB
（
ｉ
）
は
、
7.4
に
規
定
す
る
油
の
回
収
を
検
討
す
る
た
め
の
要
素
と
す
る
。
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こ
の
場
合
に
お
い
て
、

ｉ
、
ｎ
、
PB
（
ｉ
）
及
び

CDB
（
ｉ
）
は
、
7.1
に
定
義
す
る
も
の
と
す
る
。

OB
（
ｉ
）
は
、
潮
位
の
変
化
の
後
の
貨
物
タ
ン
ク
ｉ
か
ら
の
油
の
流
出
量
と
し
、
立
方
メ
ー
ト
ル
で
表
す
。

.3

各
貨
物
油
タ
ン
ク
の
油
の
流
出
量
OB
（
ｉ
）
は
、
次
の
仮
定
に
よ
り
、
圧
力
バ
ラ
ン
ス
原
則
に
基
づ
い
て
計
算

す
る
。

.1

船
舶
は
、
潮
位
の
変
化
の
前
の
標
準
喫
水
が
満
載
喫
水
（
dS
）
と
等
し
い
状
態
に
お
け
る
ゼ
ロ
ト
リ
ム
及
び

横
傾
斜
角
〇
度
を
も
つ
て
標
準
と
仮
定
す
る
。

８

側
面
損
傷
か
ら
区
画
室
が
破
ら
れ
る
可
能
性
PS
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
計
算
す
る
。
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こ
の
場
合
に
お
い
て
、

P
S
L
＝
（
１
－

P
S
f－

P
S
a）

は
、
損
傷
が
Xa
及
び
Xf
に
よ
つ
て
閉
囲
さ
れ
た
縦
通
区
域
に
ま
で
達
す
る

可
能
性
と
す
る
。

P
S
V
＝
（
１
－

P
S
u－

P
S
l）

は
、
損
傷
が
Zl
及
び
Zu
に
よ
つ
て
閉
囲
さ
れ
た
垂
直
区
域
に
ま
で
達
す
る

可
能
性
と
す
る
。

P
S
T
＝
（
１
－

P
S
y）

は
、損
傷
が
ｙ
に
定
義
さ
れ
る
区
域
を
越
え
て
横
方
向
に
達
す
る
可
能
性
と
す
る
。

.2

PSa
、
PSf
、
PSl
、
PSu
及
び
PSy
は
、
8.3
に
定
め
る
側
面
損
傷
に
つ
い
て
の
可
能
性
の
表
か
ら
一
次
補
間
法
に
よ
つ
て

決
定
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

PSa
は
、
損
傷
が
Xa
ii

Ｌ
の
位
置
か
ら
船
尾
で
生
ず
る
可
能
性
と
す
る
。

PSf
は
、
損
傷
が
Xf
ii

Ｌ
の
位
置
か
ら
船
首
で
生
ず
る
可
能
性
と
す
る
。

PSl
は
、
損
傷
が
タ
ン
ク
の
下
方
で
生
ず
る
可
能
性
と
す
る
。

PSu
は
、
損
傷
が
タ
ン
ク
の
上
方
で
生
ず
る
可
能
性
と
す
る
。

PSy
は
、
損
傷
が
タ
ン
ク
の
外
側
で
生
ず
る
可
能
性
と
す
る
。

.2

底
面
損
傷
に
つ
い
て
、平
均
的
な
油
の
流
出
量
に
つ
い
て
の
別
個
の
計
算
は
、〇
メ
ー
ト
ル
及
び
マ
イ
ナ
ス
二
・

五
メ
ー
ト
ル
の
潮
位
条
件
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
し
、
次
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
。
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こ
の
場
合
に
お
い
て
、

OMB
（
０
）
は
、
潮
位
〇
メ
ー
ト
ル
の
条
件
の
下
で
の
平
均
的
な
油
の
流
出
量
と
す
る
。

OMB
（
2.5
）
は
、
潮
位
マ
イ
ナ
ス
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
条
件
の
下
で
の
平
均
的
な
油
の
流
出
量
と
し
、
立
方

メ
ー
ト
ル
で
表
す
。

.2

損
傷
の
後
の
貨
物
レ
ベ
ル
は
、
次
の
と
お
り
計
算
す
る
。
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こ
の
場
合
に
お
い
て
、

hc
は
、
Zl
よ
り
上
方
の
貨
物
油
の
高
さ
と
し
、
メ
ー
ト
ル
で
表
す
。

tC
は
、
潮
位
の
変
化
と
し
、
メ
ー
ト
ル
で
表
す
。
潮
位
に
お
け
る
減
少
は
、
負
の
値
と
し
て
表
す
。

Zl
は
、
基
線
よ
り
上
方
の
貨
物
タ
ン
ク
に
お
い
て
最
も
低
い
地
点
の
高
さ
を
い
い
、
メ
ー
ト
ル
で
表
す
。

ρS
は
、
海
水
の
密
度
と
し
、
一
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
千
二
十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
。

ｐ
は
、
イ
ナ
ー
ト
・
ガ
ス
装
置
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
通
常
の
加
圧
と
し
、
kPa
で
表
し
、
五

kPa
を
下
回
ら
な
い
値
と
す
る
。
イ
ナ
ー
ト
・
ガ
ス
装
置
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
加
圧
は
〇
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ｇ
は
、
重
力
の
加
速
度
と
し
、
九
・
八
一
メ
ー
ト
ル
毎
秒
毎
秒
と
す
る
。

ρn
は
、
4.4
の
規
定
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
貨
物
油
の
名
目
密
度
と
す
る
。

.3

底
面
外
板
に
よ
つ
て
閉
囲
さ
れ
た
貨
物
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
別
段
の
証
明
が
行
わ
れ
な
い
限
り
、
油
の
流

出
量
OB
（
ｉ
）
は
、
最
初
の
交
換
に
よ
る
損
失
並
び
に
海
流
及
び
波
に
よ
る
動
的
な
効
果
を
考
慮
す
る
た
め
、

貨
物
タ
ン
ク
ｉ
に
積
載
さ
れ
る
貨
物
油
の
総
量
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
下
回
つ
て
は
な
ら
な
い
。

.4

底
面
損
傷
の
場
合
に
は
、
貨
物
タ
ン
ク
か
ら
の
流
出
の
一
部
は
、
非
油
積
載
区
画
室
に
よ
つ
て
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
効
果
は
、
各
タ
ン
ク
に
つ
い
て
の

CDB
（
ｉ
）
の
要
素
の
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
適
用
に
近
づ
け
る

も
の
と
す
る
。

CDB
（
ｉ
）
は
、
非
油
積
載
区
画
室
に
よ
つ
て
下
方
か
ら
閉
囲
さ
れ
る
貨
物
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
〇
・
六
と
す

る
。CDB

（
ｉ
）
は
、
船
底
外
板
に
よ
つ
て
閉
囲
さ
れ
る
貨
物
タ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
一
・
〇
と
す
る
。
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